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 局 別 審 査 

 

１ 久 保 和 弘 委員（公明党） 

 

１ 令和５年度予算案について 

（１）令和５年度総務局予算案の所感について伺いたい。 

 

２ 防災アプリの機能拡充について 

（１）防災アプリの詳細について伺いたい。 

（２）実証実験で見えた課題について伺いたい。 

（３）今後も体験型の機能等を搭載していくべきと考えるがどうか。 

 

３ 補充的避難所について 

（１）戸塚区での訓練内容と結果について伺いたい。 

（２）補充的避難所の訓練を行うに当たっての課題について伺いたい。 

（３）補充的避難所の開設訓練を他の地域でも行うべきと考えるがどうか。 

（要望）平時から今以上に補充的避難所を活用した訓練を実施することを要望する。  

 

４ 要配慮者利用施設の避難確保計画のデジタル化について 

（１）避難確保計画を作成する際の課題について伺いたい。 

（２）YOKOHAMA Hack!を活用した狙いと進捗状況について伺いたい。 

（３）令和５年度の避難確保計画の取組について伺いたい。 

 

５ 災害時におけるドローンの活用について 

（１）近年の活用実績と訓練実施実績について伺いたい。 

（２）風水害時にドローンを積極的に活用すべきと考えるがどうか。 

（要望）技術的な進歩や法整備に合わせて、ドローンを避難誘導や物資搬送など幅

広く活用することについて検討いただきたい。 
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６ 災害時における SNS の活用について 

（１）災害時の SNS 情報の活用実績について伺いたい。 

（２）ツイッターを活用した災害関連情報の発信をより積極的に行っていくべきと 

考えるがどうか。 

 

７ スマートフォンを持たない方への情報伝達について 

（１）テレビを使った情報伝達手段の検討状況について伺いたい。 

（２）実証実験を踏まえた利用者の声について伺いたい。 

（３）今後の展開について伺いたい。 

（要望）テレビを使った情報伝達の普及に向けて、事業手法をしっかり検討いただ

くことを要望する。 

（４）今後の市民への災害情報の提供の方向性について伺いたい。 
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２ 荒 木 由美子 委員（共産党） 

 

１ 地域防災力の向上と危機対応力の強化について 

（１）関東大震災の被害等から教訓とすべき課題をどのように生かすのか伺いたい。 

（２）令和２年度から令和４年度までの感震ブレーカー設置補助及び家具転倒防止

対策助成の実績について伺いたい。 

（３）中期計画（2018～2021）の感震ブレーカー設置補助の目標件数及び地震防災

戦略の家具転倒防止器具の市内設置率の目標値を達成しているのか伺いたい。 

（４）中期計画（2018～2021）の目標を達成できていない理由について伺いたい。 

（５）令和５年度の目標について伺いたい。 

（６）目標達成のための課題と取組について伺いたい。 

（要望）引き続き区と連携し周知・徹底に努めて、一日も早く目標を達成いただき

たい。 

 

２ 防災訓練の取組について 

（１）誰もが訓練に参加できるようにすることは重要だと考えるがどうか。 

（要望）区では障害者団体を把握しているので、訓練に取り組む際は、区と連携し

て周知を徹底いただきたい。 

（２）災害時において、福祉施設と地域の連携が必要だと考えるがどうか。 

（３）地域の方に防災訓練に参加してもらうための工夫が必要と考えるがどうか。 

（４）中学生の防災意識向上に向けて取り組んでいくことが、地域の防災力向上に

つながると考えるがどうか。 

 

３ 障害者雇用の促進について 

（１）障害者の採用を一部会計年度任用職員としている理由について伺いたい。 

（２）令和２年度から令和４年度までの障害者会計年度任用職員の採用人数及び退

職人数について伺いたい。 

（３）障害者会計年度任用職員が退職した理由について伺いたい。 

（４）現在の就労支援相談員の人数について伺いたい。 
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（５）就労支援相談員の任用形態と所持している資格について伺いたい。 

（６）障害者雇用の法定雇用率を継続して達成できていない要因について伺いたい。 

（７）障害のある職員の退職を防ぐために、就労支援相談員の丁寧な対応や障害者

会計年度任用職員の配置転換が有効と考えるがどうか。 

（８）本市が障害者雇用のトップランナーとして、障害のある人も安心して働ける

職場があるということなどを対外的に広くアピールすることが重要と考えるが

どうか。 
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３ 山 田 一 誠 委員（自民党） 

 

１ 行政イノベーションの推進について 

（１）行政イノベーションの推進の取組内容について伺いたい。 

（２）ＢＰＲの令和５年度以降の進め方について伺いたい。 

（３）本市の責任職がリーダーシップを発揮するためにどのような取組をしていく

のか伺いたい。 

（意見）行政の最適化を実現するためには、取組の効果検証を行いながら進めるこ

とが重要と考える。 

 

２ 妊産婦・乳幼児の災害対策について 

（１）こども青少年局で予算計上した経緯について伺いたい。 

（２）局横断の会議における議論の内容について伺いたい。 

（３）総務局が今年行う取組について伺いたい。 

（要望）妊産婦・乳幼児の災害対策について、引き続き取り組んでいただくことを 

要望する。 

 

３ 職員の予備自衛官招集訓練参加時の取扱いについて 

（１）訓練参加時の服務の取扱いについて伺いたい。 

（２）訓練参加時には、有給での職務専念義務免除を認めるべきと考えるがどうか。 

（要望）本市が国に対して積極的に有給での職務専念義務免除について提言いただ

くことを要望する。 
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４ 斉 藤 達 也 委員（自民党） 

 

１ 定年引上げについて 

（１）制度趣旨について伺いたい。 

（２）職員の受止めについて伺いたい。 

（３）メリットとデメリットについて伺いたい。 

（４）高齢期職員の意欲向上とスキル継承に向けた取組について伺いたい。 

（要望）制度移行期の対象者をはじめ、全職員に対して制度をしっかりと説明し、

理解を得ながら、組織全体で職員の活躍をサポートしていただきたい。 

 

２ 障害者雇用の促進について 

（１）本市の障害者雇用の状況について伺いたい。 

（２）法定雇用率の引上げの具体的内容について伺いたい。 

（３）今後の障害者雇用促進に向けた意気込みについて伺いたい。 

（要望）法の趣旨に則り、行政の責務として、障害者雇用を促進し、誰もが活躍で

きる共生社会を実現していただくことを要望する。 

 

３ 歳出改革の取組について 

（１）施策・事業評価制度の概要について伺いたい。 

（２）アウトカム指標を設定する効果について伺いたい。 

（３）内部経費適正化の取組の目的について伺いたい。 

（４）内部経費適正化の具体的な進め方について伺いたい。 

（要望）内部経費適正化の取組で生み出した財源の有効活用に向け、この取組をし

っかりと進めていただくことを要望する。 

 

４ 自助・共助の推進について 

（１）核シェルターの保有を考えるような現在の世相についての見解について伺い

たい。 

（２）令和５年度における自助・共助推進のための取組について伺いたい。 
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（３）他都市の開発したアプリも参考に、横浜市避難ナビアプリをより使い勝手の

よいものとするべきと考えるがどうか。 

（４）現在の地域防災拠点における訓練状況について伺いたい。 

（５）防災の担い手育成を進めるための取組について伺いたい。 

（６）災害から命を守る取組について、本市としてどのように進めていくのか伺い 

たい。 

（要望）今後も自助・共助の取組が推進されることを要望する。 
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５ 田 中 ゆ き 委員（立憲党） 

 

１ 一人ひとりの命と暮らしを守る自助の推進について 

（１）自助の取組を推進する重要性について伺いたい。 

（２）在宅避難を市民に浸透させるためのこれまでの取組について伺いたい。 

（３）在宅避難の備えを市民一人ひとりに実行してもらうための今後の取組につい

て伺いたい。 

（４）一人ひとりの行動変容を促すためには、経験や教訓を自分のこととして捉え

られる取組を継続的に進めるべきと考えるがどうか。  

（５）若い世代が震災の教訓を次世代へつなぐ取組は、地域防災力の向上や自助・

共助を推進していく上で大変重要であると考えるがどうか。 

（要望）震災の教訓を語り継ぐ若者達の活動を支援するなどし、将来に渡り災害に

強い街を目指していただきたい。 

 

２ 職員の健康管理について 

（１）職員の健康診断の受診状況と受診率を高める取組について伺いたい。 

（２）健康診断の結果、精密検査や受診が必要と判断された場合の対応について伺

いたい。 

（要望）今後も健康診断を契機とした疾病の予防、早期発見治療につながる取組を

進めていただきたい。 

（３）心と身体の健康づくりを一体化して取り組む狙いについて伺いたい。 

（要望）職員が健康で十分に能力を発揮できるよう、職場全体で健康づくりに取り

組んでいただきたい。 

 

３ 行政イノベーションの推進について 

（１）意識改革の目指す方向性やゴールについて伺いたい。 

（２）職員の意識改革に向けた気運の醸成への取組について伺いたい。 
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６ こがゆ 康 弘 委員（民主フ） 

 

１ トルコ・シリア大地震について 

（１）トルコ・シリア大地震の受け止めについて伺いたい。 

（２）本市として首都直下地震も想定に入れた対策を検討すべきと考えるがどうか。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対策における職員のマスク着用について 

（１）職員のマスク着用の取扱いに関する考え方について伺いたい。 

（２）コロナ以前と今回の見直し後におけるマスク着用の考え方の違いについて伺

いたい。 

（要望）マスク着用の考え方について、十分に必要な周知していただきたい。 

 

３ Link-Up!YOKOHAMA について 

（１）テレワークを利用しやすくするために、勤務時間等の労務に係る制度の見直

しが必要と考えるがどうか。 

（要望）民間企業の事例も参考に、環境と制度の両輪を併せて整備していくことを

要望する。 
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